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１．研究計画の概要
（１）近年、植物化石の新発見や分岐分類学の

発展および分子系統学の研究成果により、被子植

物の起源と進化に関する研究は、急速に展開しつ

つある。被子植物は、約１億３千万年前に出現し、

後期白亜紀における初期進化により、主要な分類

群が分化したと推定されている。この研究によっ

て、白亜紀に初期進化をした被子植物始原群の果

実、種子、花などが、保存性の良い植物化石とな

って残っていることがわかってきた。

（２）これらの植物化石を単離し、走査型電子

顕微鏡を用いた観察によって、３次元的な微細構

造の解明が可能である。日本での炭化植物化石の

研究は、未開発の分野であったが、申請者らの最

近の研究によって、良好な保存状態で花化石など

の炭化化石を多量に含んでいる白亜紀の地層が、

日本国内に存在していることが明らかになった。

２．研究の進捗状況
（１）２０年度の研究プロジェクトでは、約

8900万年前の双葉層群の最下部の地層から、バン

レイシ科の花化石を発見し、これを大型加速器

SPring-8によるマイクロＸ線CT撮影を行い、内部

の３次元構造を解明し、その復元図を完成させた。

（２）この研究は、被子植物の初期進化群を明

らかにした画期的研究であり、広く、新聞報道に

も取り上げられた。さらに、新たな花化石も発見

しており、現在、検討中である。

（３）タイやモンゴルでの前期白亜紀の植物化

石の調査研究の準備を始めた。

３．現在までの達成度
①当初の計画以上に進展している
SPring-8 での研究により、研究が格段に進

歩した

４．今後の研究の推進方策
引き続き、SPring-8 での研究を進めるとと

もに、タイやモンゴルで、植物化石研究のた
めの白亜紀の地質調査を開始する。

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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